
原
爆
正
当
化
論
　
米
国
政
府
は
戦
後
、
１

■
ザ
／
９
４
５
年
８
月
６
、

９
日
に
広
島
、

こ
と
ば
長
崎
へ
投
下
し
た
２
発
の
原
爆
に
つ

い
て
、

「日
本
本
土
上
陸
作
戦
で
予
想
さ
れ

る
膨
大
な
犠
牲
を
回
避
し
、

戦
争
の
終
結
を

早
め
た
」
と
の
正
当
化
論
を
員
い
て

″
原
爆

神
話
〃
と
な
り
、

米
国
の
世
論
形
成
に
影
響

を
与
え
た
。

一
方
、

米
国
の
歴
史
学
者
の
中

に
は

「日
本
が
和
平
を
求
め
て
い
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
、

ソ
連
へ
の
対
抗
上
、

軍
事
的

に
必
要
の
な
い
原
爆
を
投
下
し
た
」
な
ど
の

批
判
も
あ
る
。

広
島
の
原
爆
資
料
館
は
、

展

示
説
明
の
中
で
「投
下
の
要
因
」
と
し
て

「ア

メ
リ
カ
は
原
爆
に
よ
り
戦
争
を
終
結
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、

戦
後
の
国
際
社
会
で
ソ
連

よ
り
優
位
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る
と
も
考
え

た
」
と
指
摘
。

さ
ら
に

「２０
億
ガ
の
経
費
と

最
大
時
に
は
１２
万
人
以
上
を
動
員
し
て
開
発

し
た
こ
と
を
国
内
向
け
に
正
当
化
す
る
必
要

も
あ

っ
た
」
と
解
説
し
て
い
る
。

原 爆 投 下 の是 非 について議 論 す る さ ま ざ ま な
国 の 学 生 た ち=広 島市 安佐 南 区の市 立 大 学 で
7月 31日

ョ
原
爆
捜
下
は
正
当
だ
っ
た
』
が
ア
ジ
ア
で
の
多
数
意
見

と
思
う
が
、

核
は
全
人
類
の
脅
威
だ
。

さ
ら
に
、

負
困
解
消

や
福
祉
に
使
う
べ
き
予
算
が
浪
費
さ
れ
て
い
る
矛
盾
を
訴
え

る
こ
と
で
、

ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
の
教
訓
を
普
通
化
で
き

る
」
。先

月
３‐
日
、

広
島
市
立
大
で
開
か
れ
た
夏
期
集
中
講
座

「ヒ
ロ
シ
マ
と
平
和
」
で
、

米
国
へ
留
学
中
の
韓
国
人
、

黄
圭

鈴
さ
ん
が
意
見
表
明
す
る
と
、

教
室
は
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

講
座
は
韓
、

中
、米
、英
、独
、ポ
ー
ラ
ン
ド
、

日
な
ど
１２
カ
国

の
大
学
生
５４
人
が
受
講
。

先
月
２６
日
か
ら
約
２
週
間
、

被
爆

者
か
ら
の
間
き
取
り
や
講
義
で
、

平
和
学
や
紛
争
解
決
を
学

ぶ
。

こ
の
日
は
、原

爆
投
下
６０
年
の
０５
年
８
月
の
各
国
新
聞
社

説
な
ど
を
読
み
比
べ
、

さ
ら
に
「原
爆
投
下
は
戦
争
終
結
を
早

め
、

多
く
の
命
を
救

っ
た
」
と
い
う
説
を
否
定
す
る
米
ハ
ワ

イ
大
の
プ
ラ
イ
ア
ン

，
ハ
レ
ツ
ト
准
教
授

（平
和
学
）
の
謡

‐２
カ
国
の
大
学
生
ら
討
論

義
を
聴
い
た
。

そ
の
う
え
で
、

投
下
の
是
非
を
討
論
し
た
。

「正
当
化
で
き
な
い
」
と
の
意
見
が
大
勢
な
が
ら
、

反
核

の
声
を
広
げ
る
方
法
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
あ

っ
た
。

市

立
大
８
年
の
梶
川
直
樹
さ
ん
は

「広
島
が
軍
都
で
あ

っ
た
歴

史
と
被
爆
の
実
相
の
両
方
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば

い
け
な

い
」
と
主
張
し
た
。

日
系
４
世
の
米
国
人
、

ハ
イ
デ

ィ

ｒ
シ

マ
ダ
さ
ん
は

「米
国
人
は
直
接
の
戦
争
被
害
を
知
ら
な
い
。

被
爆
体
験
や
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
米
兵
被
害
を
知
る
こ
と
で
、

行
動
し
始
め
る
は
ず
だ
」
。

韓
国
人
が
日
本
人
に

「ア
ジ
ア

ヘ
の
加
善
の
歴
史
は
学
校
で
学
ぶ
の
？
」
と
問
い
、

「学
ぶ
」

と
の
回
答
に
驚
く
場
面
も
あ

っ
た
。

講
座
を
担
当
す
る
井
上

泰
浩
教
授

（
国
際

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
）
は

「外
国
の
学

生
は
特
に
、

原
爆
正
当
化
論
を
否
定
す
る
科
学
的
な
根
拠
や
、

被
爆
者
の
感
情
に
接
す
る
機
会
は
少
な
く
、

員
重
な
体
験
の

は
ず
だ
」
と
話
し
た
。
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